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齋藤陽子著

『小麦品種改良の経済分析ーその変遷と品

質需要対応』

（農林統計協会、 2011年、 155頁）

北海道農業研究センター 若林 勝史

1. 本書の目的と概要

本書は、国内の小麦品種改良における研究開発

過程の特質とその成果を、経済学的観点から明ら

かにすることを目的としている。食料自給率向上

や地域農業の持続的発展という社会的課題に対し

て、農業技術イノペーションの重要性はますます

高まっており、そのなかで品種改良が重要な源泉

として位四づくことは言うまでもない。その品種

改良の研究開発過程そのものを研究対象とし、社

会科学として育種制度や孵要変化を考慮しなが

ら、その到達点を実証的に明らかにしようとした

意欲的な研究であるといえる。

本書の構成は、以下のとおりである。

第一章「課題と問題意識」では、小麦の需給動

向や農業技術研究開発の性質に触れながら、 二つ

の分析視点が提示される。ひとつは、農業の研究

開発を「紐」的拡大だけでなく 「質」的向上を追

求する複数財生産過程として捉えて評価する視点

である。もうひとつは、研究開発におけるスピル

オーバー効果（技術知識の共有による外部効果）

の視点である。小麦品種改良の研究開発過程と成

果を分析するにあたり、ここで提示された二つの

視点が本害全体を貫いている。

第二章「農業と知的財産権に関する議論」で

は、知的財産権とイノペーション促進をめぐる譲

論、農業における遺伝資源アクセスと利益配分の

問題、さらに農業技術開発における公的機関と民

問機関の役割に関する議論などを網羅的に整理し

つつ、我が国における今後の農業研究開発の多面

的な課題を挙げている。 • 

第三章 「小麦生産の現状と育種改良の変遷」で

は、国内の小麦需要と生産動向の変遷を整理する

とともに、時代背景を踏まえながら1960年代以

降の品種改良目標と品種の普及状況を細かく整理

している。また、品質改善期と位岱付けた1980

年代以降の育種データをもとに育種成果を整理

し、育種目標を反映した収誠性の追求だけでな

く、蛋白質含有率の向上が達成されてきたことを

論じている。

第四章以降は、第一章で掲げた課題に対する分

析の中核部分をなす。

まず、第四章「小麦育種制度の歴史的変遷とス

ピルオーバーに関する分析」では、育種体制の変

遷をスピルオーバーの視点から分析している。

具体的には、各地の試験場が農林省直轄の試験

研究機関として改編された1947年（昭和22年）

を境に二期間に区分した上で、それぞれの期間で

育成された品種の来歴データから求めた近緑係数

を用いて、機関間の技術知識共有度の変化を分析

している。分析結果から、体制整備以降、研究機

関同士の遺伝資源の交換 ・共有が増加してきたこ

とを示し、育種体制の改変はスピルオーパーの内

部化をもたらしたと結論付けている。

第五章「国内産小麦の品質と入札価格のヘド

ニック分析」では、2000年の小麦民間流通制度

導入を踏まえつつ、制度導入後の小麦需要の特

質、具体的には小麦入札価格を構成する品質特性

について実証分析を行っている。ここでは、ヘド

ニック分析が用いられるが、実儒者の求める品質

項目を検討するために製粉協会技術委員会の「国

内産小麦の品質評価」等のデータを利用したり、

播種前契約の実態を踏まえて 1期前の品質情報を

組み込んだモデルを用いるなどの工夫が施されて

いる。また、データ期間の制約や一部品種（農林

61号）への偏りを克服するためパネルデータ分

析を行うなど推計方法にも工夫がみられる。

民間流通への移行により、小麦価格の品種問差
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一

は拡大する傾向にあったが、その要因として硬質

小麦であることや蛋白質含有率が寄与しているこ

とを定砿的に示すとともに、分析結果を踏まえて

今後の育種研究の方向性について論じている。

第六章「北海道における小麦育種目標の変遷と

その変化一肥料反応関数による接近ー」では、肥

料反応関数の分析を通じて、生産技術という観点

から小麦品種改良の成果を明らかにしている。分

析では、著しい変化を遂げた北海道の品種（秋播

き小麦、春播き小麦）を対象に、品種改良の代理

変数として品種登録年を説明変数に組み込み、収

量、秤長、蛋白阿含有率それぞれに対する肥料反

応関数を計測している。計測結果から、肥料感応

性の向上により短稗化と収量向上が図られてきた

が、 1980年代以降、増収率は低減していること

を示し、収呈に関する研究開発が必ずしも進んで

いないと指摘している。また、蛋白質含有率につ

いては、品種改良（品種登録年）との関係が見い

だされ、秋播き小麦では1980年代まで蛋白質含

有率が上昇してきたこと、また春播き小麦では全

期問を通じて蛋白質含有率を低下させる傾向にあ

り、収覇増大が優先されてきたことを明らかにし

ている。

第七章「小麦品種改良の品質重視型技術進歩」

では、誘発的技術進歩の理論に基づきながら、産

出距離関数の推計により技術開発の偏向性とシャ

ドウブライスを計測し、小麦品種改良の研究開発

過程の特質を明らかにしている。なお、分析で

は、前章までの分析結果を踏まえて、インプット

に遺伝資源の域外導入率を、アウトブットには単

収と蛋白質含有率を仮定した包括的なモデルを用

いている。計測結果から、遺伝資源導入率は小麦

育種の技術進歩に貢献していることや、導入率の

異なる地域間での技術進歩の差異を示すことで、

品種改良における遺伝資源アクセスの重要性につ

いて触れている。また、単収および蛋白質含有率

に関する技術進歩の偏向性やシャドウブライス比

の計測結果から、小麦品種の多くは蛋白質含有率

を重視する技術進歩へと進んできたことを明らか

にし、育種機関が蛋白質含有率の相対的価値の上

昇に対応、すなわち市場シグナルに対応して研究

資源を配分してきたと結論付けている。

第八章「要約と結論」では、各章の分析結果を

踏まえて、公的な育種機関が小麦需要に対応しな

がら研究開発の効率的な資源配分を行ってきた点

を強調し、 「社会的厚生に照らして妥当性をもつ

もの」と評価している。

2. 本書へのコメント

本むは、研究蓄積の少ない農業技術の研究開発

過程に焦点を当て、社会科学として精緻な実証的

分析を踏まえながら、その特質と成果を評価した

貴重な研究成果であるといえる。また、その分析

視点についても、研究開発過程を複数財生産過程

と捉える視点や、スピルオーバー効果に珀眼して

分析方法を示したことは今後の同様の研究にお

いて多くの示唆を与えるものと思われる。

戦後、製業技術は大きく発展し、飛躍的な生産

性の向上を成し遂げてきたが、近年は農業の生産

性向上や技術進歩の停滞が指摘されてきている。

農業経済学において技術進歩は所与として扱われ

ることが多いが、本也のように技術進歩自体をコ

ントロールできるものとして捉え、それをより加

速させる方向性を社会科学の分野から提言してい

くことが重要と思われる。

さて、今後の研究発展を視野に入れつつ、本書

に対してコメントをしていきたい。

第ーは、上記のような観点から、インブリケー

ションとして、今後の育種体制や制度についても

う少し踏み込んだ議論がほしいと感じた。結論と

して触れられているのは、遺伝資源のアクセス権

と品質を重視した育種改良の重要性（これら主張

に意義を認めないわけではないが）のみであり、

全体としてこれまでの研究開発過程の分析とその
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成果の評価にとどまっている印象を受ける。技術

進歩のさらなる促進といった観点でいえば、育種

体制のあり方についても提言があれば、研究の社

会的意義がより高まるものと思われる。

第二に、本書では育種機関が市場の価格シグナ

ルに対応してきたことを評価しているが、そうし

た解釈への疑問である。とくに第七章の分析でこ

のような知見が導出されるが、そこでの分析対象

は民間流通制度の導入される2000年以前の品種

がほとんどであり、それら品種においてもシャド

ウブライス比が相対的に低下する傾向が示されて

いる。したがって、価格シグナルにセンシティプ

に反応したのではなく、他の要素も育種目標の策

定や研究資源配分に大きく影響してきたのではな

いかと考えられる。実際には、育種機関だけでな

く、製粉業界、行政を含めたフォーマルまたはイ

ンフォーマルな主体間の直接的なコミュニケー

ションが影響していないだろうか。ひとつめのコ

メントにも関連するが、育種目標の策定から研究

開発、そして品種登録という一連の手順におい

て、時代経過とともにどのような主体が関与し、

どのように進められてきたかなど、まさしく育種

の「制度」そのものについても目を向ける必要が

あると考える。また、そうした観点をもつことで

今後の品種改良に関する研究開発過程のあり方に

関してもより深い議論が可能になると思われる。

第三は、今後の小麦育種の方向性として品質を

重視すぺきとする主張についてである。第五章の

ヘドニック分析において、普通小麦と硬質小麦の

違いをダミー変数として考慮し、それ以外の品質

項目については、統一的に分析するかたちをとっ

ている。しかしながら、それら二つは実需サイド

で用途が全く異なるため（普通小麦＝日本めん

用、硬質小麦＝バン用）、蛋白質含有率や灰分、

色調の要求度合いも異なり、計測結果も種類を分

けて分析することで異なってくる可能性がある。

北海道に限った話になるが、近年、蛋白質含有率

の高い硬質小麦品種 「ゆめちから」 (2009年登

録）が開発される一方で、普通小麦「ホクシン」

に代わる品種として、蛋白質含星率が低く、灰分

や製麺適性にすぐれた多収品種「きたほなみ」

(2006年登録）が開発されている。本書の分析

が2007年までのため、当然、それら品種は分析

の対象に含まれないが、普通小麦では収墨向上の

方向へ、硬質小麦では蛋白含有率向上（品質向

上）の方向へと二極化する様相を示しており、そ

れぞれについて育種方向を検討することが必要と

思われる。また、結果論になってしまうが、蛋白

質含有率よりも多収を特徴として開発された「き

たほなみ」をどう捉えるか、本国以降の継続的な

研究も期待したい。

3. おわりに

評者の関心事に偏ったコメントとなったかもし

れないが、本書は新たな研究領域を切り開くとい

う意味で学術的意義が高く、さらに農業技術のイ

ノベーション促進に寄与するという意味で社会的

意義のある貴重な研究成果であることを再度評価

したい。

農業技術には、さらなる生産性向上（もちろん

そこには品質的な向上も含めて）を実現する技術

イノペーションが求められている。それは小麦以

外の他の作物も同様であるし、品種改良に限ら

ず、栽培技術や機械 ・情報技術についても同様で

ある。本店をきっかけとして、農業技術のイノ

ペーションをいっそう促進する社会科学研究の発

展と蓄積を期待したい。
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